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Ⅰ.2011年3月期 業績について
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3Ⅰ-１-1. 2011年3月期の業績と見込み（連結）

（単位：億円）
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4Ⅰ-1-２. 主要なグループ会社の業績（連結会社）
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5Ⅰ-1-3. 主要なグループ会社の業績（持分法適用会社）

（単位：百万円）
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7Ⅰ-２-１. 2011年3月期の業績と見込み（個別）

（単位：億円）
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9Ⅰ-２-３. 受注の状況（個別）
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10Ⅰ-３-１. 建築事業 受注高と利益率の推移

■ 受注時利益率を維持しながらの受注高増加
■ 大型プロジェクトによる受注高の大幅上乗せ

■ 受注時利益率を維持しながらの受注高増加
■ 大型プロジェクトによる受注高の大幅上乗せ

※ 不動産を含む
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Ⅰ-３-２. 建築事業 建物用途別 受注比率の推移

※ 不動産を含む

■ 住宅分野の強みを活かした受注高の確保（11.3月期）

■ 教育研究・医療福祉分野の強化によるバランス維持（12.3月期）

■ 住宅分野の強みを活かした受注高の確保（11.3月期）

■ 教育研究・医療福祉分野の強化によるバランス維持（12.3月期）



Copyright 2011 Maeda corporation all rights reserved

12

2,045

1,700

1,459

1,739

2,264
2,447

1,8501,8502,108

1,731
1,643

2,144

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

63期 64期 65期 66期 67期 68期

（億円） ■ 受注高　　　　■ 完工高

Ⅰ-３-３. 建築事業 受注高と完工高の推移

09.3月期 10.3月期 11.3月期 12.3月期
見込

13.3月期
見込

08.3月期

※ 不動産を含む

１１．３月期を底として完工高は増加に転換１１．３月期を底として完工高は増加に転換



Copyright 2011 Maeda corporation all rights reserved

13Ⅰ-３-４. 建築事業 完工高と完工利益の推移

■ 利益重視の受注をベースに底堅い完工利益率を維持
■ 利益向上施策（クッションゼロ 等）による利益率の押上げ

■ 利益重視の受注をベースに底堅い完工利益率を維持
■ 利益向上施策（クッションゼロ 等）による利益率の押上げ
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14Ⅰ-４-１. 土木事業 受注高と利益率の推移

国内公共は挑戦案件選別と資源集中により回復基調国内公共は挑戦案件選別と資源集中により回復基調
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15Ⅰ-４-２. 土木事業 完工高と完工利益の推移
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Ⅰ-４-４. 土木事業 総合評価案件への取組み

技術加算点1位獲得率と積算誤差が改善技術加算点1位獲得率と積算誤差が改善

受注高、受注率（総合評価） 技術加算点１位獲得率、積算誤差

良い

11.3月期は受注高、受注率ともに回復基調 技術加算点１位獲得率、積算誤差が改善

受注高は08.3月期を100として表示
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不落札経費
　　３１％

営業債権貸倒
　　３１％

その他
３８％

Ⅰ-５. 一般管理費について

■ 11.3月期：前期並みとなるも、計画比では大幅未達
■ 12.3月期：特殊要因減少、本社移転によるスリム化・効率化

■ 11.3月期：前期並みとなるも、計画比では大幅未達
■ 12.3月期：特殊要因減少、本社移転によるスリム化・効率化

11.3月期

計画比＋16億円の

主な要因

227
215

190
172 171

154

期首計画

155

07.3月期 08.3月期 09.3月期 10.3月期 11.3月期 12.3月期
見込

（億円）

計画比
＋16億円 前期比

△17億円

12.3月期 更なる削減に向けた主な施策

○本社移転・組織変更による

経営資源の適正配置

○クッションゼロ推進による

業務の効率化 など
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Ⅱ．今後の取組みについて
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20Ⅱ-１. 環境認識

震災復興震災復興

社会資本整備の必要性が再認識

震災による社会変化震災による社会変化

中長期的市場動向中長期的市場動向

震災復興に貢献することが、建設業の社会的責任

建設投資の大きな流れ 新規建設 → 維持・更新

エネルギー政策見直しの可能性

災害に強い国土づくり（防災意識の高まり）
・新たな「まちづくり」の考え方も含めた防災計画の見直し
・構造物の耐震補強、液状化対策の増加

ＰＰＰ、コンセッションなどの新たな市場の拡大

アジアを中心とする新興国マーケットの拡大
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21Ⅱ-２. 今後の取組みのポイント

●震災復興への取組みと今後の影響●震災復興への取組みと今後の影響

●中期経営計画への取組み●中期経営計画への取組み

グループ力を結集して対応

災害に強い国土づくりに当社保有技術で貢献

グローバル化

脱請負

環境経営No.1
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22Ⅱ-３-1. 震災復興への取組みと今後の影響

東日本大震災への主な対応東日本大震災への主な対応

3月11日

●震災対策本部（本部長；小原社長）を本社に設置
●ＢＣＰ（事業継続計画）に基づき、被災状況の情報収集等を実施
●職員・家族の安否を確認中
●福島原子力発電所関連への対応を開始

3月12日 ●水、毛布、ブルーシート、食料、仮設トイレ等の支援物資の搬送を開始

3月13日 ●災害支援の職員を被災地に派遣するとともに、調査復旧活動を開始

3月14日 ●政府・自治体・業界団体の要請（食料、仮設トイレ等の物資搬送）に対応開始

3月15日 ●職員全員の安否情報を確認

以降 引き続き、支援物資搬送、調査復旧活動、職員家族等の安否確認を継続
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グループ力を結集して、震災復興に取組む
（復興ニーズにマッチした特徴ある企業構成）

グループ力を結集して、震災復興に取組む
（復興ニーズにマッチした特徴ある企業構成）

Ⅱ-３-2. 震災復興への取組みと今後の影響

復
興
ニ
ー
ズ

震災復興

社会変化

道路、下水道、港湾、建設用機械、・・・

まちづくり、耐震、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ、・・・

道路・海洋土木から建設用機械・リテールまで、道路・海洋土木から建設用機械・リテールまで、
様々な企業群のシナジー効果であらゆる復興ニーズに対応様々な企業群のシナジー効果であらゆる復興ニーズに対応

総合建設業
[前田建設]

道路
[前田道路]

海洋土木
[東洋建設]

リテール
[ＪＭ]

建設用機械
[前田製作所]

その他グループ会社
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24Ⅱ-３-3. 震災復興への取組みと今後の影響

MaSTER FRAME構法
－外付けRCﾌﾚｰﾑ耐震補強構法－

MaSTER FRAME構法
－外付けRCﾌﾚｰﾑ耐震補強構法－

ディスクアンカー打設状況 ＰＣ部材取付状況

補強部材

完成全景

【特徴】
・特殊アンカーとプレキャスト技術による工期短縮
・建物に立ち入らないため居ながら施工が可能
・開口部を遮らないため学校などへの適用容易

災害に強い国土づくりに当社保有技術で貢献災害に強い国土づくりに当社保有技術で貢献
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災害に強い国土づくりに当社保有技術で貢献災害に強い国土づくりに当社保有技術で貢献

Ⅱ-３-4. 震災復興への取組みと今後の影響

液状化対策事例液状化対策事例

岸壁における液状化対策事例

未対策部
（大規模な液状化）

対策部
（健全）

マルチジェット工法マルチジェット工法

セメント系固化材で地盤を固化する地盤改良工法

大口径（国内最大）、自由形状が可能

必要範囲を無駄なく改良できるため、

・コストダウン（10～30%）

・産廃減少（環境に配慮）

SIMAR（シマール）工法SIMAR（シマール）工法

吸水型振動棒締固め工法

改良効果が高く、最大40%のコストダウンが可能

東日本大震災においても、対策の効果に
より地盤の液状化を防止

その他多数の地盤改良工法、液状化対策工法を保有その他多数の地盤改良工法、液状化対策工法を保有

砂地盤の液状化対策

（マルチジェット工法、SIMAR工法）
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26Ⅱ-４-1. 中期経営計画への取組み

●中期経営計画（2010～2012年度）●中期経営計画（2010～2012年度）

主
な
施
策

グローバル化

脱請負

環境経営No.1
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タイ
拠点:バンコク
40億⇒60億 規模へ

インド
拠点:デリー、チェンナイ
10億⇒40億 規模へ

ベトナム
拠点:ホーチミン、ハノイ
10億⇒20億 規模へ

香港支店香港支店 3030億億

中国
拠点:深セン、北京
合弁事業中心のコンサル

グアム
防衛関連施設対応

米国
拠点:ミシガン
日系メーカーＰＪ対応

Ⅱ-４-2. 中期経営計画への取組み（グローバル化；建築）

■ 中国でのコンサルティング業務の展開（万科集団との合弁会社設立）
12.3月期 50万平米 ⇒ 15.3月期 150万平米 の取扱面積を目指す
将来的な業務範囲の拡大（新規事業、日系デベとの協働）を目指した業務展開

■ 東南アジア３カ国（タイ，インド，ベトナム）を海外建築事業の柱に
12.3月期 60億円規模 ⇒ 15.3月期 120億円規模を目指す

東南アジア統括センター（拠点：タイ）による営業・設計・経理などの集中管理と東南アジア統括センター（拠点：タイ）による営業・設計・経理などの集中管理と
各国状況の変化に応じたフレキシブルな支援を実施各国状況の変化に応じたフレキシブルな支援を実施
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海外事業を新たな収益源に育てるための基盤づくり海外事業を新たな収益源に育てるための基盤づくり

Ⅱ-４-3. 中期経営計画への取組み（グローバル化；土木）

売上高：200～300億円/年
（最大：土木売上げの30%程度）

対象地域：香港・東南アジア
（ｲﾝﾄﾞｼﾅ半島中心）

戦略戦略

重点施策重点施策

人材育成

→ 海外人材育成プログラム実施（2010年度 5名）

東洋建設との連携

→ ベトナム案件への共同入札

現地企業（欧州系現地法人含む）との連携

→ ベトナム、カンボジアで有望企業の発掘・選定・連携

香港

ｲﾝﾄﾞｼﾅ半島
（ﾍﾞﾄﾅﾑ･ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ）

台湾

ｽﾘﾗﾝｶ
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29Ⅱ-４-4. 中期経営計画への取組み（脱請負）

脱請負ビジネスとは

具体的取組み → 専門部署を新設し、国内外の案件検討を実施

施工請負（従来）：事業者から工事を受注

企画・計画 運 営施 工設計 施工管理 点検・補修

上流 下流

脱請負：自ら事業者となり、上流～下流（サービス）まで行い、事業全体で収益をあげる

●官民事業

・上下水道の包括民間委託、ｺﾝｾｯｼｮﾝ

・空港・港湾の民営化・コンセッション など

●民間事業

・風力発電事業 など

◆ 直轄部門 － 事業企画部 ◆ 建築事業本部 － ＰＰＰ推進部

（洋上風力、国内外PPP・PFI事業）
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数々の環境アワードを受賞数々の環境アワードを受賞

●環境経営No.1に向けた主な取組み

地球への配当（純利益の約２％を環境活動に拠出）

・Me-pon（前田版エコポイント制度）

・自転車通勤制度

・eco検定取得支援 など

全社員・家族を含めた活動の推進

CO2と廃棄物の削減活動の見える化

環境技術・サービスの開発

Ⅱ-４-5. 中期経営計画への取組み（環境経営No.1）
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日本が誇るべき企業100社

ＣＳＲの取組とその情報開示が進んでいる、
日本が誇るべきリーディングカンパニー100社のランキング

全企業中｢６２位｣ , 建設業中｢３位｣

環境経営度調査

環境対策と経営を両立させる取り組みを評価し、
ランキングするもの

主催 ： 日本経済新聞社

建設業中｢２位｣

主催 ： 日本財団

日本環境経営大賞

優れた環境活動を表彰するため、2002年に制定

環境経営部門 ｢環境経営優秀賞｣

主催 ： 三重県

Ⅱ-４-6. 中期経営計画への取組み（環境経営No.1）

エコユニットアワード

地球環境の保全及び再生を積極的に行っている
事業所等を表彰

｢エコユニットアワード大賞｣ 受賞

｢日経エコロジー賞｣

主催 ： 東京商工会議所

・３Ｒ推進功労者等表彰 「国土交通大臣賞」「会長賞」

・建設リサイクル推進奨励賞

・循環型社会推進功労者等環境大臣表彰

・緑の東京募金 感謝状 「都知事賞」

その他
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Ⅲ．トピックス



工事名工事名
（仮称）ＡＭＢ西淀川（仮称）ＡＭＢ西淀川

ディストリビューションセンター新築工事ディストリビューションセンター新築工事

工事名工事名
Ｔ薬品Ｔ薬品 新研究棟新築工事新研究棟新築工事

●● 研究研究施設施設 ●● 流通流通施設施設

発注者 ： Ｔ薬品
構造規模： Ｓ造免震、延床面積 9,552㎡
工期 ： ２０１１年７月～２０１２年９月

発注者 ： ＡＭＢ西淀川特定目的会社
構造規模： ＳＲＣ造一部Ｓ造、延床面積 127,282㎡
工期 ： ２０１１年３月～２０１２年５月
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工事名工事名
香川県立中央病院建築工事香川県立中央病院建築工事

●● 医療医療施設施設

発注者 ： 香川県
構造規模： ＳＲＣ造、延床面積 約 45,000㎡
工期 ： ２０１１年１月～２０１３年３月

●● 工場工場施設施設（海外）（海外）

工事名工事名
ＮＴＮチェンナイ工場新築工事ＮＴＮチェンナイ工場新築工事

発注者 ： ＮＴＮ
構造規模： Ｓ造、延床面積 9,932㎡
工期 ： ２０１１年２月～２０１１年１１月

34



●●開削トンネル開削トンネル ●●ロックフィルダムロックフィルダム

工事名工事名 ：： 田尻地区函渠その２工事田尻地区函渠その２工事

発注者 ： 国交省関東地方整備局
工事概要： 片側２車線、延長１６０m
工期 ： ２０１１年３月～２０１４年３月

工事名工事名 ：： 肝属中部肝属中部((一期）農業水利事業荒瀬ダム一期）農業水利事業荒瀬ダム
建設四期建設工事建設四期建設工事

発注者 ： 農水省九州農政局
工事概要： 堤高６５．６m、堤体積１６６万m３

工期 ： ２０１１年３月～２０１４年３月

35



●●山岳トンネル山岳トンネル ●●山岳トンネル山岳トンネル

工事名工事名 ：： 国道国道108108号花渕山号花渕山44号トンネル工事号トンネル工事

発注者 ： 国交省東北地方整備局
工事概要： トンネル延長１，３６０m
工期 ： ２０１１年１月～２０１３年３月

工事名工事名 ：： 東九州自動車道落鹿トンネル工事東九州自動車道落鹿トンネル工事

発注者 ： 西日本高速道路㈱
工事概要： トンネル延長７６７m
工期 ： ２０１０年１２月～２０１３年６月

36



２０１１年５月１６日

前田建設工業株式会社

２０１１年３月期
決算詳細説明

取締役専務執行役員 福田 幸二郎
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ⅠⅠ．連結損益計算書．連結損益計算書 1

（単位：億円）

公表比
増減額

（%）（%）（%） (b)-(a)(b)（11/12）（a）

実績公表見込実績
前期比

増減額

2011.3月期2010.3月期

△41

△41

△110

△110
△152

その他事業

不動産事業

△4610.129410.933510.3340開発事業等

土木事業

建築事業

△32189.92,62589.12,73589.72,946建設事業

7.62228.1250
△46

2.5722.885
10.3340

35.2

54.7

100

89.7

100

34.9

54.2

100

△321

△3682,9183,0703,286売上高

1,5971,665
2,946

1,0281,070

△5

△5

8

8
3

その他事業

不動産事業

△411.23311.33811.137開発事業等

土木事業

建築事業

△98.02107.42027.5219建設事業

15.13314.837
△4

△0.7△01.21
11.137

8.8

7.5

8.3

7.5

7.8

7.7

7.2

7.8

△9

△14243240257売上総利益

119120
219

9082



ⅠⅠ．． 連結損益計算書連結損益計算書 2

△43
△8

△12
15

△49
△22
△7
△6

△0.9△250.6180.723当期純利益

0.5130.7221.135経常利益

0.7191.0310.826営業利益

224230 209 7.76.87.0販売費及び一般管理費

（単位：億円）

6
-

24
30
3

17
5

13
39

5その他

3その他

13持分法投資利益

為替差損

支払利息

34営業外費用

為替差益

受取利息・受取配当金

29営業外収益

5
23

12
-

-2貸倒引当金戻入額

0
-

1
0
4

2その他

23移転補償金

投資有価証券売却益

固定資産売却益

28特別利益

0
2

-8過年度工事補償引当繰入

3

1
-
1
4
0
3

10貸倒引当金繰入額

10販売用不動産評価損

3その他

5減損損失

投資有価証券評価損

固定資産除却損

68特別損失

0
38

2011.3月期 実績

2010.3月期 実績

公表比
増減額

（%）（%）（%） (b)-(a)(b)（11/12）（a）

実績公表見込実績
前期比

増減額

2011.3月期2010.3月期

2011.3月期 実績

2010.3月期 実績

2011.3月期 実績

2010.3月期 実績



ⅡⅡ．． 連結貸借対照表連結貸借対照表 3

（単位：億円）

前期比増減2011.3月期2010.3月期

△1651,4111,576流動負債

△459641,010固定負債

△2102,3762,587負債 計

△33438少数株主持分

△371,0851,123株主資本

△3663100その他の包括利益累計額

△781,1841,262純資産 計

増減の主な内訳

△2021,1651,368有利子負債残高

0.5%32.3%31.8%自己資本比率

△42.23649.66691.891株当たり純資産

△2022,0372,239流動資産

△861,5231,610固定資産

△2883,5613,849資産 計

目標

1,100

2012.3月期

（連結）

有利子負債残高

・完成工事未収入金（△57）
・販売用不動産（△61）

・有形・無形固定資産（△32）
・投資有価証券（△79）

・短期借入金（△355）

・社債（△69）

・有利子負債残高1,165（△202）

・利益剰余金（△37）

・有価証券評価差額金（△36）



4ⅢⅢ．． 連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

（単位：億円）

2011.3月期2010.3月期 増減の主な内訳

290288現金及び現金同等物の期首残高

259290現金及び現金同等物の期末残高

△301増減額

△212△90財務活動によるキャッシュ・フロー

△2△0換算差額

215133営業活動によるキャッシュ・フロー

△31△40投資活動によるキャッシュ・フロー

（△205）・短期借入金の減少

（△31）・投資有価証券の取得

（△26）・有形・無形固定資産の取得

（44）・たな卸資産の減少

（57）・売上債権の減少



ⅣⅣ.. 個別損益計算書個別損益計算書 5

△12
△32
△77

△109
△123

土木事業

建築事業

△36697.52,41497.12,52596.52,781建設事業

△12739.71,144
△392.5622.9753.5101不動産事業

41.1

56.4

100

56.8

100

40.4

56.7

100

△239

△4062,4762,6002,882完工高

1,3971,4751,636
1,0171,050

△0
7

△0
7
6

土木事業

建築事業

△228.11957.41887.8217建設事業

146.472
53.012.72△4.0△4不動産事業

8.6

7.7

8.0

8.9

7.4

7.6

7.3

7.3

△37

△16196190213完工利益

107108145
8780

（単位：億円）

△38
△4
△9
16

△48
△27
△16
△0

△1.0△230.6150.924当期純利益

0.5130.7181.441経常利益

1.0251.3351.541営業利益

171172 155 6.96.06.0一般管理費

公表比
増減額

（%）（%）（%） (b)-(a)(b)（11/12）（a）

実績公表見込実績
前期比

増減額

2011.3月期2010.3月期



ⅤⅤ. . 個別貸借対照表個別貸借対照表 6

△1091,2901,400流動負債

△93823916固定負債

△2022,1142,317負債 計

△36863900株主資本

△386199評価・換算差額等

△74924999純資産 計

・完成工事未収入金（△40）

・販売用不動産（△59）

・有形・無形固定資産（△22）

・投資有価証券（△91）

・短期借入金（△198）

・社債（△70）

・長期借入金（△23）

・有利子負債残高986（△191）

・株主資本（△36）

・有価証券評価差額金等（△38）

△1881,8132,002流動資産

△881,2251,314固定資産

△2773,0393,316資産 計

△1919861,178有利子負債残高

0.3%30.4%30.1%自己資本比率

△40.29499.63539.921株当たり純資産

前期比増減2011.3月期2010.3月期 増減の主な内訳

（単位：億円）

目標

950

2012.3月期

（個別）

有利子負債残高





前田建設工業株式会社

総合企画部長 細川 雅則

TEL   ： 03-5217-9513

FAX   ： 03-5217-9621

e-mail ： hosokawa.m@jcity.maeda.co.jp

●この資料には、2011年5月16日現在の将来に関する見通し、及び計画に基づく予測が含まれており
確約や保証を与えるものではありません。経済情勢の変動等の様々な要因により、見通し予測等が実
際の業績と異なる可能性がある点を認識された上で、ご活用下さい。

【【お問い合わせ先お問い合わせ先】】




